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　太地町の平成 26 年度（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3 月 31 日）決算がこの程まとまり 9月に
開かれた定例議会で認定されました。一般・特別会計を合わせた決算額は、歳入が 39億 9,470 万 9千
円、歳出が 37億 1,004 万 7千円となりました。
　限られた予算を有効に活用し、町民の皆様の生活向上につなげる努力は、今後も続けていきたいと思っ
ております。
　平成 26年度の決算の概要をお知らせいたします。	 	 	 	 	 	 	

平成26年度・太地町の決算

会　計　別
一 般 会 計
国民健康保険事業
公 共 下 水 道 事 業
くじらの博物館事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

歳　　　入
26億1,673万6千円
4億9,709万4千円
6,036万6千円

3億2,037万3千円
3億8,254万1千円
1億1,760万円

差　　　引
2億815万1千円
492万6千円
7万3千円
6,185万円
420万2千円
546万1千円

歳　　　出
24億858万5千円
4億9,216万8千円
6,029万3千円

2億5,852万3千円
3億7,833万9千円
1億1,213万9千円

水 道 事 業
国 民 宿 舎 事 業

9,649万7千円
1億4,677万7千円

2,198万円
△7,778万3千円

7,090万2千円
2億2,460万6千円

平成26年度　会計別決算状況

企 業 会 計

※企業会計の歳入歳出差し引き額の相違は消費税分です。

2



その他(1)の内訳
　分担金及び負担金
　使用料及び手数料
　財産収入
　寄附金
　諸収入
その他(2)の内訳
　地方譲与税
　利子割交付金
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金

641万9千円(0.25%)
1,665万5千円(0.64%)

372万6千円(0.14%)
151万7千円(0.06%)

3,762万2千円(1.44%)

991万1千円(0.38%)
101万2千円(0.04%)

2,916万5千円(1.11%)
124万9千円(0.05%)
65万2千円(0.02%)

341万円(0.13%)
163万3千円(0.06%)

《グラフの解説》
　歳入を調達方法の面からみると、自主財源
と依存財源の二つに分類されます。
　自主財源とは町が自ら徴収または収納でき
る財源で当町の場合、歳入の約29％を占め
ています。また、依存財源とは国や県から交
付されるものや借入金などで、歳入の約71
％を占めています。

補助費等
1億1,537万5千円
（4.80％）

※上記グラフは国民宿舎白鯨事業費分を差し引いています。

扶助費
1億6,980万4千円（7.00％）

維持補修費
2,462万8千円（1.00％）

繰出金
2億2,179万9千円
（9.20％）

公債費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費 労働費（0.00%）
3万円

衛生費

民生費

総務費

議会費

（2.41%）

（19.77%）

（2.98%）

（7.62%）

（6.45%） （2.54%）

（27.65%）

（15.04%）
3億9,348万9千円

（3.09%）

（11.48%） （1.80%）

（9.82%）

（2.52%）
（39.49%）

（20.55%）

（7.04%）（1.89%）

その他（2）町債

県支出金

国庫支出金
地方交付税

その他（1）

繰越金（5.37%）

繰入金（11.40%）

町税
2億5,699万円

2億9,823万5千円6億6,598万4千円

4億9,488万4千円

1億6,964万3千円4,542万7千円

4億7,618万3千円

5,806万3千円

7,182万8千円

3億50万円

8,092万5千円

      4,703万2千円

1億4,039万1千円

6,593万9千円
10億3,323万5千円

1億5,537万1千円

1億8,361万3千円

災害復旧費（1.09%）
2,630万6千円

6,125万3千円

歳出合計
24億858万

5千円

依
存

財
源

70.89％

自主財源29.11% 歳入合計
26億1,673万

6千円

人件費
4億4,038万2千円
（18.30％）

性質別歳出
の合計

24億774万
9千円

物件費
4億8,206万5千円
（20.00％）

公債費
1億5,536万2千円
（6.50％）

積立金
2億5,000万8千円
（10.40％）

投資的経費
5億4,832万6千円
（22.80％）

平成26年度・太地町の決算 一 般 会 計
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町民税
1億1,749万9千円
（45.72％）

固定資産税
1億810万1千円
（42.06％）

軽自動車税
822万2千円
（3.20％）

町たばこ税
2,045万5千円
（7.96％）

入湯税
271万2千円（1.06％）

町税の合計
2億5,698万

9千円

各項目の町税を住民基本台帳による人口で
町民１人当りに換算すると、下記のように
なります。
　　　 ※住民基本台帳　人口　3,306人
　　　　　　 （平成27年３月末現在）

35,541 円
32,698 円
2,487円
6,187円

820円
77,733 円

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
町 た ば こ 税
入 湯 税
合 計

総務関係
　町営じゅんかんバス運行事業、夏山地区タクシー券交付事業を引き続き実施した。また、防災力の強
化・充実を図るため、再生可能エネルギー等導入推進基金を活用しＬＥＤ避難路誘導灯を７基設置する
とともに、楠木谷地区に避難場所を整備し防護柵を設置した。そのほか、町民の福祉の向上と高台への
避難場所にも活用することができる施設として旧熊野の宿梛を購入した。
　企画関係では、将来構想としての森浦湾鯨の海構想に係る事業を実施するとともに本構想に寄与する
太地町くじらと自然公園のまちづくり協議会への助成、反捕鯨団体への対応策として森浦湾にイケス監
視カメラを設置した。また、国際交流の更なる活性化のため、町内中学生を姉妹都市オーストラリア・
ブルームへ派遣した。そのほか、町の活性化を図るため平成 29年 3月竣工を目指し地域振興施設「道
の駅」基本設計業務に着手した。
　旧グリーンピア南紀跡地の利活用について、維持管理に努め、園地、施設等を一般に開放、グラウン
ド整備を行うとともに昨年度に引き続き太陽寮を警察官の宿舎として有効に活用した。
　財政関係では、財政の健全な運営に資するために財政調整基金、減債基金への積立を行った。また、
税の滞納圧縮のため、延滞金の徴収及び滞納処分に力を注ぎ、和歌山地方税回収機構を有効活用した。
今後においても徴収率の向上に向け努力を重ねたい。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

町営じゅんかんバス運行事業 14,165
夏山地区タクシー券交付事業 364
旧グリーンピア南紀維持管理関係 20,264 賃金他
くじらと自然公園のまちづく
り協議会助成 2,500

森浦湾鯨の海構想関係委託事業 3,494 森浦湾鯨の海構想実施計画、森浦湾干潟造成計画
イケス監視カメラ購入事業 4,482 暗視カメラ
町勢要覧リニューアル事業 715
道の駅等整備検討調査業務委託事業 1,966 森浦地区
「旧熊野の宿　梛」施設購入事業 41,200 東牟婁郡那智勝浦町市屋 1056-8（土地・建物）
西地地区町有地のり面改修工事 2,967
楠木谷地区家屋等解体撤去工事 2,615
楠木谷地区防護柵設置工事 898

（単位：千円）

平成 26 年度   主 要 施 策 の 成 果
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民生関係
　住民の福祉、健康の向上のため、健康づくり体制の充実、医療の充実を図った。
　就学児の健康の保持及び増進に寄与し福祉の向上を図るため就学児医療費（６歳～ 15歳）支給を実
施するとともに、少子高齢化が進む中で、健やかな児童の成長と青少年の健全育成を願い各施策を実施
した。
　高齢者が安心して暮らせる健康づくり、居宅サービスと高齢者の生活を支える地域ケア事業を実施し
た。また、各種医療扶助を行うとともに国保加入者における予防事業として特定健診・特定保健指導事
業、脳ドック事業を実施した。
　介護予防事業では地域に即した支援を図ることを目的に高齢者トレーニング事業、また、配食サービ
ス事業、介護用品給付事業等、高齢者の生活支援事業の充実を図った。

衛生関係
　「健康でありたいと願うまちづくり」を進める中で住民の健康の保持増進を図り、疾病や感染症の予
防のため、各種検診、予防接種等を実施した。今年度は、風しんワクチン接種に要する費用の助成を行っ
た。
　清掃センターの運営、維持管理を行い、施設内においては固形燃料施設の安全管理、また、各設備の
補修、補完を行った。今年度は、地蔵院公衆便所を新築した。また、環境衛生施設一部事務組合の運営
に要する経費の負担や、浄化槽設置費補助を行った。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

町営じゅんかんバス運行事業 14,165
夏山地区タクシー券交付事業 364
旧グリーンピア南紀維持管理関係 20,264 賃金他
くじらと自然公園のまちづく
り協議会助成 2,500

森浦湾鯨の海構想関係委託事業 3,494 森浦湾鯨の海構想実施計画、森浦湾干潟造成計画
イケス監視カメラ購入事業 4,482 暗視カメラ
町勢要覧リニューアル事業 715
道の駅等整備検討調査業務委託事業 1,966 森浦地区
「旧熊野の宿　梛」施設購入事業 41,200 東牟婁郡那智勝浦町市屋 1056-8（土地・建物）
西地地区町有地のり面改修工事 2,967
楠木谷地区家屋等解体撤去工事 2,615
楠木谷地区防護柵設置工事 898

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

LED避難誘導灯設置工事 7,419 町内 ７基（撤去費用含む）
基金積立事業 250,000 財政調整基金、減債基金

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

社会福祉費
44,850 国民健康保険事業会計への繰出金
4,434 地域ケア事業委託料

老人福祉費

500 生活管理指導員派遣事業委託料（介護保険事業）
1,376 理学療法士派遣事業
1,968 配食サービス委託料（介護保険事業）
29 介護用品給付事業費（介護保険事業）

24,349 老人福祉施設入所措置費
31 老人医療費

1,647 緊急通報業務委託料
4,059 南紀園分担金
989 老人クラブ助成金他

62,107 介護保険事業会計への繰出金
68,083 後期高齢者医療事業会計への繰出金

児童福祉費 32,074 振興費、子ども手当
乳幼児医療対策費 6,256 乳幼児医療費、就学児医療費
ひとり親福祉費 3,258 医療費、ひとり親家庭高校生就学援助費他

障害者（児）福祉費
21,631 医療費、福祉手当他
72,336 障害福祉サービス費等

（単位：千円）
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事　　　　　業 金　　額 備　　　考

農業総務費 3,024 太地町農地台帳システム導入業務委託料

農業振興費
21 県土地改良事業団体連合会負担金
45 水稲実行組合助成金

花畑等整備事業費 740 暖海公園植栽事業、沿道花壇の整備等
鳥獣被害防止事業費 1,326 鳥獣防除ネット等資材費補助金他

林業振興費
91 松食い虫被害木伐採委託料
130 松食い虫薬剤散布駆除委託料

ふれあいの森管理費 142 ふれあいの森管理費

水産総務費
102 水質（海水）検査委託料

11,533 太地漁港機能保全計画策定業務委託料

漁業振興費

499 クエ稚魚放流事業
100 緑のボランティア助成金
1,800 稚貝稚魚放流事業助成金
400 磯根漁場再生事業助成金（ナマコ）
400 磯根漁場再生事業助成金（藻場再生）

捕鯨対策費 6,659 IWC捕鯨全面禁止絶対反対太地町連絡協議会助成金他

（単位：千円）

（単位：千円）

農林水産業関係
　農林業、漁業の振興活性化を図るため各団体への助成事業を行った。
　鳥獣被害防止事業費として、有害鳥獣の捕獲報償、有害鳥獣からの防除等を対象に事業を行った。
　水産総務費としては、毎年行われている海水質検査の委託と、今年度は、漁港施設の機能保全計画策
定の基礎資料とするための漁港施設の老朽化調査を行った。
　漁業振興費としては、毎年行われている稚魚放流事業として、平成２５年度から行っているクエの放
流事業を今年度も実施した。
　また、水産資源の増加並びに漁家収入の増大を図り、磯根漁場再生事業としてヒジキ場の造成と、マ
ナマコの種苗の放流と調査を行った。

労働関係
　労働者福祉の促進を図るため、新宮東牟婁地域労働者福祉協議会に対し、助成事業を行った。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

労働諸費 30 新宮東牟婁地域労働者福祉協議会助成金

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

保健衛生関係

18,344 予防費、母子対策費、健康増進費
94,433 清掃センター運営費等
3,652 浄化槽設置費補助金
13,682 環境衛生施設一部事務組合負担金
5,042 清水墓公衆便所管理費、地蔵院公衆便所新築工事

（単位：千円）
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事　　　　　業 金　　額 備　　　考

商工総務費
3,800 南紀くろしお商工会助成金
469 公設市場負担金

観光費（工事請負） 518 くじら浜海水浴場整備工事

観光費

3,422 海水浴場ふれあい事業費　鯨類借上料他
4,845 吉野熊野国立公園熊野地域美化清掃協会分担金
640 和歌山デスティネーションキャンペーン推進協議会負担金
500 花火大会助成金

（単位：千円）

（単位：千円）

商工関係
　南紀くろしお商工会への助成、公設市場負担金の支出等、商業の振興に努めた。
　観光協議会の観光キャンペーン、イベントに参加し、観光客誘客に努め、毎年度実施している盆供養
花火大会に助成を行った。また、引き続き海水浴場内において「くじらに出会える海水浴場」と題し鯨
類ふれあい事業を行った。

土木関係
　生活道路の整備を図るため、町内道路の整備・補修を行い、防災道路としての活用も期待される、山
中２号線の整備を平成 28年４月の供用開始に向けて推進している。
　避難路の整備として、津波からは「とにかく逃げること」が重要であることから、津波危険地域であ
る暖海地区、常渡地区の避難路を整備し防災対策を推進した。
　災害復旧工事として、町道楠木谷線における地すべり災害による道路災害を鉄筋挿入工等により対策
し災害復旧を行った。
町営住宅の維持管理として、上野団地の玄関ドアが経年劣化しているため、継続事業として２戸で実施
し、本年度で完了した。
　町営住宅平見団地において、長期入居であった 12号室が退去となったため、床修繕と室内塗装を実
施し、維持管理を行った。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

道路改良費

136,443 山中２号線道路新設（トンネル）工事
61,948 山中２号線道路新設（起点側）工事
16,801 山中２号線道路新設（終点側）工事
3,026 暖海地区避難路整備工事
4,902 町内避難路整備工事

災害復旧工事 20,127 町道楠木谷線道路災害復旧工事
6,178 町道楠木谷線道路災害復旧工事（仮設工）

住宅管理費
432 公営住宅上野団地玄関ドア取替
777 その他維持修繕料

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

労働諸費 30 新宮東牟婁地域労働者福祉協議会助成金

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

保健衛生関係

18,344 予防費、母子対策費、健康増進費
94,433 清掃センター運営費等
3,652 浄化槽設置費補助金
13,682 環境衛生施設一部事務組合負担金
5,042 清水墓公衆便所管理費、地蔵院公衆便所新築工事
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（単位：千円）

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

常備消防費 401 専科教育救急科入校等費用
非常備消防費 33,670 消防救急無線整備事業負担金

災害対策費
594 備蓄品購入
413 津波避難看板（28ヵ所）

消防関係
　県下統一の事業である消防救急デジタル無線整備事業の継続実施に加え、災害に強いまちづくりに取
り組んだ。特に東南海・南海地震発生による津波襲来に備え、津波看板の設置をするとともに、各種災
害に備え備蓄品を購入した。救急関係では、救急技術向上のため消防署主催のメディカルコントロール
協議会に参加するとともに、新規隊員養成のため２名が専科教育救急科に入校し資格を取得した。また、
住民に対して応急処置、AED取扱い等の講習会を開催した。

教育関係
　本町は「かしこくて、丈夫で、やさしい子どもの育成」をスローガンとし、町の文化、伝統を学ぶ取
り組みの充実、人を思いやる優しい心の育成、確かな学力の定着を目的に、地域と学校と家庭が一体と
なって教育行政を引き続き推進した。
　学校教育では、「確かな学力の定着」「豊かな人間性の育成」「地域に根ざした学校づくり」を基本方
針としてきめ細やかな指導を行った。
　教育委員会事業では、平成 18年度より和歌山県子どもの安全対策事業として、通学路セーフティネッ
トの日が設けられ、学校教員、安全ボランティアの協力により登校指導を実施した。
　小児生活習慣病予防対策事業は、児童・生徒と保護者の生活習慣病の実態を明らかにし、生活習慣病
の影響を把握するとともに、今後健康的に大人に成長するために親子で検診の予防事業を実施した。
　食事のマナー習得のため、中学３年生を対象にテーブルマナー習得講習会を実施した。
　社会教育では、あらゆる活動を生涯教育と位置づけ、町民一人ひとりが生きがいのある日々を送れる
よう計画し取り組んだ。
　青少年健全育成事業として、特に夏休み中に地域のボランティア、警察等の協力のもと夜間パトロー
ルを実施し、指導を行った。
　また、児童を対象にした、「ユーユークラブ」は遊びを通じ、大人と子どもが地域の住民や自然との
ふれあいが出来るよう努めた。
　保健体育では、市町村対抗ジュニア駅伝競走、町主催駅伝大会、グランドゴルフなど各種事業を行い、
各種団体活動への助成を行った。また、文化財関係では、敷地や環境保護の整備に努めた。
　教育関係の工事については、小学校のプールの改修、塗装、配膳リフトの取替え、理科室実験台改修
工事、中学校の配膳リフトの取替え、無線 LAN配線、職員トイレの改修工事、石垣記念館の防水改修
工事を実施するとともに、町民グランド横公衆便所新築工事に着手した。
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事　　　　　業 金　　額 備　　　考

教育総務費

499 小児生活習慣病予防対策事業費
1,679 学校教育指導主事共同設置負担金
2,034 青少年センター分担金
4,461 外国青年招致事業

小学校費

879 校舎校具等維持修理費
12,588 プール改修塗装、配膳リフト取替、理科室実験台改修
2,866 教材、一般、図書、給食備品
816 姉妹都市白馬村児童派遣費補助金
680 就学援助費

中学校費

1,201 校舎校具等維持修理費
2,984 配膳リフト取替、無線 LAN配線、職員トイレ改修
2,028 教材、一般、図書、給食備品
746 生徒派遣費補助金
104 テーブルマナー習得講習会時費用
897 就学援助費

幼稚園費 425 園舎教具等改修費

社会教育総務費
900 カレンダー印刷製品費
154 いさな通学合宿事業

公民館費
422 文化講演会講師謝金
177 修繕費
558 備品購入費

文化財保護費 200 太地町民芸保存会助成金
青少年健全育成費 188 需用費
石垣記念館費 11,734 防水改修工事

保健体育総務費
519 ジュニア駅伝参加費
588 町駅伝大会費用

（単位：千円）

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

常備消防費 401 専科教育救急科入校等費用
非常備消防費 33,670 消防救急無線整備事業負担金

災害対策費
594 備蓄品購入
413 津波避難看板（28ヵ所）
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～紀の国わかやま国体ウォークラリー大会を開催しました～
　
９月 27日（日）、第 70回国民体育大会紀の国わかやま国体デモストレーションスポーツとし
てウォークラリー大会を開催しました。
今大会には、町内外から 50チームの参加があり、太地中学校をスタートとし、コマ地図をも
とに町内を各チェックポイントを探しながら歩いていました。ゴールである太地町公民館では太
地町名物のてつめん餅や鯨肉の竜田揚げの振舞いを行い、ゴールした参加者の方々はおいしそう
に食べていました。

～太地大運動会が行われました～

10 月４日（日）、太地小学校グラウンドで「秋空の下、仲間と共に　ゴールを目指せ！」をス
ローガンに太地小学校・太地こども園・町民合同の太地大運動会が開催されました。
運動会には、保護者の方々をはじめ、地域の方々などたくさんの方が詰めかけました。そんな中、
子どもたちはそれぞれの種目を一生懸命に頑張っていました。最後の各種団体リレーには多くの
有志団体からの参加があり、大いに盛り上がっていました。全力で取り組んでいました。中でも、
1年生から 3年生による「明日へと」、4年生から 6年生による「みかぐら」では、息の合った
素晴らしい踊りを披露し、観客からは惜しみない拍手が贈られました。また、「低学年リレー」、「高
学年リレー」では、それぞれがチームのために一生懸命に頑張っていました。

 

広報たいじ　今月のトピックス

みかぐら 高学年リレー

コマ図をもとにゴールを目指す参加者の皆さん 競技終了後の小学生によるくじら踊り披露
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平成２７年度盆供養花火大会収支決算書
平成 27 年度盆供養花火大会が、8 月 14 日無事開催されました。町民各位のご

高配とご支援により、無事挙行できましたことに謹んでお礼申し上げます。

遅くなりましたが、次のとおり収支決算をご報告いたしますので、ご一覧下さ

い。今後とも、よろしくご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

収入の部

収入支出差引金額 翌年度 繰越金   ２９４，５０９円

太地町花火大会実行委員会

    委員長 岡 本  研

科   目 金   額 摘   要

１．寄付金及び

補助金

５，０３９，３００円 特別協賛

３，１７３，０００円

町内一般協賛

１，１１６，３００円

町助成金

５００，０００円

追善供養                       
    ２００，０００円

２．繰 越 金     ５９６，１９５円 平成２６年度繰越金

３．利   息 １８２円 預 金 利 息                       
    合   計 ５，６３５，６７７円     
支出の部

科   目 金   額 摘   要

１．事 業 費 ４，９６０，０００円 花火代金 紀州煙火

     和田煙火店

２．賃   金 １４７，３２０円 海上警備・臨時マイクロ

バス・駐車場警備

洋上舞台設置

３．需 用 費 １００，７２８円 消耗品費、食糧費、プログ

ラム印刷費

４．役 務 費 ５８，５５７円 口座振替手数料、郵便料・

傷害保険、印紙

５．委 託 費 ３５，６４０円 スピーカ設置

６．機械借り上げ費    ３８，９２３円 洋上舞台設置

合計 ５，３４１，１６８円
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　11 月 11 日から 17 日までは「税を考える週間」です。平成 27 年度のテー
マは「税の役割と税務署の仕事」です。
　国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすことのできない公共サービスを提
供するため、様々な行政活動を行っており、その活動のために必要な経費を賄
う財源が「税金」です。
　国税の多くは、納税者自らが税務署へ所得などの申告を行うことにより税額
を確定させ、この確定した税額を納税者が自ら納付する「申告納税制度」を採
用しています。この申告納税制度が適正に機能するためには、第一に納税者が
高い納税意識を持ち、憲法・法律に定められた納税義務を自発的に履行するこ
とが必要です。
　国税庁では、この納税義務の履行を適正かつ円滑に実現するため、様々な納
税者サービスの充実を図っています。
　詳しくは、国税庁ホームページ「www.nta.go.jp」をご覧ください。

◆　犯罪被害給付制度
　　�殺人や傷害等の故意の犯罪行為により、不慮の死亡、重傷病、障害の被害を受けながら損害賠償を得ら
れない被害者又はご遺族に、国が給付金を支給する制度

◆　カウンセリング制度
　　不安等を抱える被害者やご家族に、専門家によるカウンセリング費用を公費で実施
◆　�性犯罪被害への医療費負担制度
　　性感染症等の医療費を公費で負担

※　各制度には対象範囲や除外事由があります。

公益社団法人紀の国被害者支援センター

　同センターは、法律に基づく早期援助団体です。犯罪等の被害を受けた方の相談等を無料で受け付けてい
ます。
　　　問い合わせ先：和歌山県警察本部　警察相談課　073-423-0110（代）
　　　　　　　　　　和歌山県新宮警察署　警務課　　0735-21-0110（代）

「税を考える週間」

～11月 25日から12月１日は犯罪被害者週間です～
警察の犯罪被害者支援施策

平成27年度　各種講習日程表（11月～３月）
建設業労働災害防止協会 和歌山県支部

TEL （０７３）４３６－１３２７ ＦＡX （０７３）４２６－３９８７

講習場所：和歌山県建設会館 ３F 会議室

講 習 の 名 称 日 時 受講料等 受付開始日

コ ン ク リ ー ト 造 の 工 作 物 の 解 体 等

作 業 主 任 者
12 月 8 日（火）～12 月 9 日（水） ¥10,800 11 月  9 日（月）～

型枠支保工の組立て等作業主任者 1 月 26 日（火）～1 月 27 日（水） ¥10,600 12 月 21 日（月）～

木造建築物の組立て等作業主任者 2 月 16 日（火）～2 月 17 日（水） ¥10,200 1 月 18 日（月）～

足 場 の 組 立 て 等 作 業 主 任 者 3 月 1 日（火）～3 月 2 日（水） ¥10,300 2 月 1 日（月）～

地 山 の 掘 削 及 び

土 止 め 支 保 工 作 業 主 任 者
3 月 8 日（火）～3 月 10 日（木） ¥17,700 2 月 8 日（月）～

《注》定員になり次第、締め切ります。講義時間は、いずれもＡＭ9:00～ＰＭ5:00

16



　「和歌山県よろず支援拠点」では、事業者の皆様方に、よりお気軽にご利用いただけるよう、平成 27 年
４月より、東牟婁振興局で出張相談会を定期開催しております。
　よろず支援拠点とは中小企業庁の中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業により設置された無
料の経営相談所です。
　県内の事業者様の販路拡大・資金繰り・事業継承・創業などの経営上の様々なご相談に対応しております。
詳しくは http://yorozu-wakayama.jimdo.com/ よりご覧いただけます。

【時間】事前にご予約いただけます。
　　　　9:30 ～ 10:45　11:00 ～ 12:15　13:00 ～ 14:15　14:30 ～ 15:45　16:00 ～ 17:15
【日程】東牟婁振興局　毎月第１、第３金曜日
【参加費】無料
【申込・お問合せ先】
　和歌山県よろず支援拠点（公益財団法人わかやま産業振興財団）
　TEL：073-433-3100

　今年９月 24 日、「南部田辺白浜海岸県立自然公園」と「熊野枯木灘海岸県立自然公園」にかかる、串本
町からみなべ町の地域が、日本を代表する自然に恵まれていることが（環境大臣の諮問機関である中央環境
審議会により）認められ、吉野熊野国立公園に格上げされました。また、格上げに合わせて、太地町でも、
世界最北のサンゴ群集などがみられる場所は、豊かな海を支える重要な海域である「海域公園地区」として
新たに指定しました。
これまで地域で守り育ててきたこの素晴らしい自然を編入し、吉野熊野国立公園が新たなスタートを切るこ
とになります。11月８日（日）には、田辺スポーツパークにおいて、指定記念式典・記念イベント（講演会・
トークセッション）が予定されています。
　また、今回の国立公園指定を記念して、環境省では、主に吉野熊野国立公園の和歌山県地域で行われる地
域の魅力を伝える自然観察会などのイベントを「パートナーシップイベント」として位置づけ、PRしてい
ます。（HP：http://c-kinki.env.go.jp/to_2015/post_30.html）
この国立公園の大規模拡張＆海域公園地区の指定をきっかけとして、この自然を未来につなげるために、住
民の皆さんにも、紀南地域の誇る自然に興味をもっていただき、地域にねざした国立公園にしていきましょ
う。
○今回の指定による規制の変更について
　今回の国立公園への格上げおよび海域公園地区の指定では、基本的には住民の皆様の日常生活や生業につ
いて、今までと比べ規制の範囲や内容が強化されることはありません。
新たに指定された太地町の海域公園地区については、埋め立てや漁業行為ではない工作物の新築などの一部
の行為は、環境省熊野自然保護官事務所（0735-22-0342）への申請が必要となります。

和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」では、発達障害の理解・子育て・問題行動など、発達障害に
関する様々な相談に応じており、今年度も東牟婁地域の方を対象に巡回相談を行います。

対　象：発達障害者ご本人やご家族、支援者等
場　所：新宮保健所　串本支所
日　時：平成 27年 11 月 12 日（木曜日）　午前１１時～午後４時までの間で１件１時間です。
申込み・問合せ先：〒 641 － 0044　和歌山市今福３－５－ 41
　　　　　　　　　和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」
　　　　　　　　　電話：０７３－４１３－３２００

「よろず支援拠点　～定期出張相談会～」のお知らせ

吉野熊野国立公園に、串本町からみなべ町を編入

和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」巡回相談
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《保健衛生関係 11月行事予定》

住民基本台帳
（平成 27 年 9 月末日現在）

総人口 3,305 人
　　男  1,498 人
　　女  1,807 人

世帯数   1,648 世帯
（前月比：総人口	 増減なし
              世帯数   増減なし）
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子育て支援関係
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

11 月  ５日（木） ちびっ子ひろば 9：30 ～ 10：30 ふれあいルーム11月 26 日（木）
健康相談

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
11 月  4 日（水） 乳幼児健康相談 10：30 ～ 11：30 多目的センター

11 月  9 日（月）成人健康相談（血圧測定）

10：30 ～ 11：30 公　民　館
13：00～ 13：30 平見集会所
13：45～ 14：15 老人憩の家
14：30～ 15：00 寄水集会所

11 月 30 日（月）成人健康相談（血圧測定） 15：00 ～ 15：30 森浦集会所
★平成 27年度より成人健康相談（血圧測定）14：30 ～ 15：00 の開催場所は毎月寄水集会所で行いますので、ご注意下さい。

健康教育
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

11 月  ２日（月） なかよし体操 13：30 ～ 15：00 東新集会所11月 16 日（月）
11月  ９日（月） なかよし体操 13：30 ～ 15：00 森浦集会所11月 30 日（月）
11月 20 日（金） 男の人の料理教室 10：00 ～ 13：00 多目的センター
11 月 27 日（金） 口腔機能向上教室 13：30 ～ 15：00 多目的センター
健診

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
11 月  5 日（木） 10か月児健診 13：00 ～ 13：10（受付） 那智勝浦町福祉健康センター
11 月 12 日（木） 特定・健増・胃・大腸・胸部健診 8：30 ～ 9：30（受付） 多目的センター
11 月 26 日（木） 4か月児健診 13：00 ～ 13：10（受付） 那智勝浦町福祉健康センター
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連
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書
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ー白馬からお便りー【姉妹都市「白馬村」コーナー】
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